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Appendizitis und Welch-Frankelsche Bazillen sowie ihr Antivirus.(Ⅱ)

Uber das Stadium des Antivirus des Welch-

Frankelschen Bazillens.

Von

Dr. Masaru Shimizu.

Aus der chirurgischen Universitatsklinik Okayama, Japan.

(Vorstand: Prof. Dr. Seiji Tsuda).
Eingegangen am 20. Oktober 1931.

In fruheren Mitteilungen habe ich erwahnt, dass die Welch-Frankelschen Bazillen 

bei der Wurmfortsatzentzundung und appendikularen Peritonitis eine grosse Rolle spielen. 

Waiter daran habe ich das Antivirus dieser Bazillen hergestellt, und mit diesem Antivirus 

verschiedene Experimenten ausgefuhrt.

Die Ergebnisse seien folgendermassen zusammengefasst:

1. Um das Antivirus herzustellen, habe ich die 8-10 Tage alte Leberkreide

bouillonkultur filtriert und bei 10℃ 1 Stunde lang sterilisiert. Das Flitrat ist gelbbraun 

und klar. Es zeigt sich stark sauer (Pa. 5.2-6.5), daher wurde es mit Sodalosung neut

ralisiert.

2. Dieses Antivirus wirkt in starker Verdunnung (1-3cc Antivirus auf 100cc 

Ringerlosung) auf die Pendelbewegungen und den Tonus des isolierten Kaninchendunn

darms erregend ein, und diese Wirkung scheint von der Toxitat des gebrauchten Stammes 

abhangig zu sein, namlich je weniger virulent der Stamm ist, desto schwacher ist diese 

Wirkung.
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3. Dieses Antivirus zeigt in vitro eine Wachstum dieser Bazillen hemmende 

Wirkung.

4. Bei dem Pfeifferschen Peritonealversuch lost dieses Antivirus die Welch-

Frankelschen Bazillen deutlich auf and ruft sine klar erkannbare Leukozytose hervor.

5. Durch einmalige subcutane Injektion dieses Antivirus wird dem Meersch

weinchen eine schiitzende Kraft gegeben gegen die nach 24 Stunden stattfindende sub

cutane Infektion der Welch-Frankelschen Bazillen, d. h, ich konnte in 50% Fallen das 

Meerschweinchen retten, wahrend die Kontrolltiere immer schnell zu grunde gingen.

6. Bei den Meerschweinchen, die vor 10 Tagen durch zweimalige subcutane In

jektion des Antivirus immunisiert wurden sind, die pathologischen Veranderungen auf
fallend weniger als bei den Kontrollen.

7. Beim Pfeifferschen Peritonealversuch, welcher an den mit zweimaliger intra

peritonealer Injektion des Antivirus vorbehandelten Meerschweinchen ausgefuhrt wurde, 
konnte ich eine die Welch-Frankelschen Bazillen auslosende Erscheinung deutlich nach

weisen.

Daraus kann man schliessen, das das Antivirus des Welch-Frankelschen Bazil

lens eine das Wachstum hemmende Wirkung in vitro sowie auch in der Bauchhohle des 

Meerschweinchens hat, und dass es dem Meerschweinchen eine Immunisierung intraperi

toneal und per cutan hervorrufen kann. Daher glaube ich, dass man das Antivirus bei 

Erkrankungen, die von Welch-Frankelschen Bazillen verursacht werden, praktisch an

wenden kann. (Autoreferat),
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第1章　 緒 言

急性化膿性腹膜炎ノ治療 ニ關 シテハ貴重ナル研究業績多々アリテ枚擧 ニ遑ナク レドモ,尚 ホ

ソノ豫後ハ甚 ダ不良ナル事多ク,殊 ニ手術 ノ時期ヲ逸 シタランニハ如何 ナル名醫 モ何等施 スベ

キ策 ナキヲ常 トス.予 ハ先年本誌 上ニ “諸種 「アンチヴイルス」ト2-3殺 菌劑 ノ家兎剔出腸

管運動 ニ及ボ ス影響 ”ナル論文1)ヲ發表 シ,從 來腹膜炎手術 ニ際 シテ腹腔洗滌液 トシテ使用 セ
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ラ レタルTrypaflavin, Rivonol, Spezijod等 ノ殺菌劑 ガ何 レモ多少 ノ差 異ハ アル モ腸管蠕動 運

動 ニ對 シテ抑制 的 ニ作用 スルニ反 シ,獨 リ「ア ンチヴ ィル ス」ガ腸管運動 ヲ著明 ニ旺盛 ナ ラ シム

ル作用 ヲ有 スル事 ヨ リシテ,腹 腔 内 ニ於 ケル細菌傳染 ヲ防 ギ同時 ニ最 モ怖 ル ベキ腸管痳痺 ト闘

フニハ「ア ンチ ヴィルス」ガ最 モ合理的 ナル事 ヲ述 ベ,次 デ コ レヲ蟲樣突 起炎 及 ビコ レニ續發 ス

ル腹膜炎 ニ實 地應用シ,術 後 ノ自然瓦斯排出 ノ甚 ダ速 ニ シテ,腸 管麻痺 ニ對 シテ甚 ダ有効 ナル

ノ ミナラズ,臨 牀上優 秀ナ ル成績 ヲ擧 ゲ得 タル事 ヲ報 告2)セ リ.然 ルニ既 ニ第1囘 報 告3)ニ 述

ベタルガ如 ク蟲樣突 起炎竝 ニコ レニ續發 スル穿孔性腹膜 炎 ノ各 期 ヲ通 ジテWelch-Frankel氏

菌 ヲ甚 ダ高率 ニ證明 シ,殊 ニ重症 ナルモ ノニ於 テ屡 々該菌 ヲ認 メタル ヨ リシチ,該 菌 ガ同疾患

ノ催炎菌 トシテ重要 ナル地位 ヲ占ムルモノナル事 ヲ述 ベタ リ.

茲 ニ於 テ予 ハWelch-Frankel氏 菌 ノ 「ア ンチヴ イル ス」ノ製 作 ヲ試 ミ,ソ ノ性状 ニ就 キテ聊

ヵ實驗 セシヲ以 テ,以 下簡單 ニ ソノ成績 ヲ報 告 セン ト欲 ス.

第2章　 Welch-Frankel氏 菌 「アンチブイルス」ノ製法竝ニ性状

吾 ハ蟲 樣 突 起 炎 手 術 ニ ヨ ツテ得 タル 材料 ヨ リ シテ

Welch-Frankel氏 菌 ヲMark Sohoetensnek氏 法4)

ヲ以 テ 純 粹 ニ分 離培 養 シ,コ レヲ1L.ヲ 容 レ得 ル

Erlenmeyerkolbenニ 用 意 セ ル 肝臟 白 堊 肉 汁(「 パ ラ

フイ ン」重 層)ニ 培 養 セ リ.然 ル時 ハ培 養 液 ハ4-5時

間 ニ シテ 既 ニ著 明 ニ溷 濁 シ始 メ,約4日 間 盛 ンニ瓦

斯 ヲ發 生 シ,溷 濁 ノ度 モ益 々強 ク ナ ル モ, 4-5日 ヨ

リ以 後 ハ 瓦斯 ノ發 生 ハ次 第 ニ弱 マ リ,菌 體 ハ稍 々沈

降 シ始 ム.培 養 後 第7-8日 頃 ニハ 上 層1/3ハ 稍 々 澄

明 トナ ル ヲ常 トス.培 養 後8-10日 目ニ孵 卵 器 ヨ リ

取 出 シ,コ レヲ「ラ イ ヘル」氏迅速 濾 過 管ニ テ 濾過 セ

リ.カ クシ テ得 タル 濾 液 ハ 黄 褐 色 澄 明ニ シテ,ソ ノ

PHハ5.2-6.5ニ シテ,即 チ強 キ酸 性 ヲ示 ス ヲ常 トセ

リ.次 デ再 ビ コレ ニWelch-Frankel氏 菌 ヲ直 チ ニ移

植 ス ル モ菌增 殖 ハ全 ク見 ル ヲ得 ザ リキ.コ レWelch-

Frankel氏 菌 ガ酸 ニ對 シテ 甚 ダ鋭 敏 ナル ガ爲 ナ ラ ン.

ヨ ツテ 吾 ハ 上 記第1濾 液 ニ更 ニ肝臟 片 ト白 堊 ヲ加 ヘ

テ一 時 加 熱 シ,尚 ホPH.酸 性 ナ ル 時 ハ炭 酸 曹 達 ラ加

ヘ チ コ レ ヲ中和 シ タル上.第2囘 菌 移 植 ヲ行 ヘ リ.

然 ル トキ ハ第1囘 ト略 ボ同 樣 ニWelch-Frankel氏 菌

ノ增 殖 ス ル ヲ見 タ リ.コ レ ヲ37℃ ノ孵 卵 器 中 ニ8-

10日 間 置 キ タル後.再 ビ「ラ イ ヘル 」氏 迅 速 濾 過 管 ニ

テ 濾 過 セ リ.カ ク スル 間 ニ濾 液 ノPH.ハ 常 ニ酸 性 側

ニ移 動 シテ5.0-6.5ト ナ ル ヲ知 レ リ.而 シテ使 用 セ

シWelch-Frankel氏 菌 ノ毒 力強 キ モ ノ程 酸性 側 ヘ ノ

移 動 著 明 ナ リキ.カ ク ノ如 キ濾 液 ハ酸 度 強 ク シテ實

地 體 内 ニ用 フル ニ 適 セ ザ ル ヲ以 テ 再 ビ炭 酸 曹 達 ニテ

中 和 シ,コ レ ヲ100℃ 1時 間蒸 氣 消毒 ヲ施 シ, 20-

50cc宛 「ア ンプ レ」ニ封 入 シテ貯 藏 セ リ.

第3章

第1項　 Welch-Frankel氏 菌 「ア ンチ ヴイル ス」ノ

家兎剔出腸管運動 ニ及 ボ ス影響

大腸菌,葡 萄状球菌,連 鎖状球菌竝ニ緑膿菌ノ「ア

ンチヴイルス」ガ孰 レモ腸管蠕動運動ヲ著明ニ旺盛

ナラシムル事ハ既ニ吾 ノ報告セル所ナリ.而 シテコ

ノ腸管蠕動促進作用ガ「アンチヴイルス」ノ如何ナル
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成 分 ニ依 ツチ 起 ル カハ 未 ダ知 ラ レザ ル モ,合 ヤ該 作

用 ハ「ア ンチ ヴ イ ル ス」ノ一 特 性 ト見 ナ サ ル ル ニ至 レ

リ.依 ツテ 余 ハ茲 ニ新 シ ク製 作 セ ルWelch-Frankel

氏 菌 「ア ンチ ヴ イ ル ス」ガ 果 シテ 他 ノ「ア ンチ ヴ イ ル

ス」ノ如キ性状ヲ有スルヤ否ヤヲ檢スルニ當 リ,先ヅ

ソノ腸管運動ニ及ボス影響 ヲ檢査セ リ.實 驗ニハ家

兎別出腸管ヲ用 ヒMagnus氏 法 ニ從ヘリ.

第1圖　 Welch-Frankel氏 菌「ア ンチ ヴ イ ル ス」(第 Ⅰ濾 液)ヲ3%ニ 作 用 セ シメ シ ニ緊 張 ヲ著 明 ニ

上 昇 セ シム ル ノ ミナ ラ ズ,振 幅 ヲ著 シク增 大 シ,腸 管 運 動 ヲ強 ク旺 盛 ナ ラ シ ム.

第2圖　 Welch-Frankel氏 菌 「アンチヴイルス」(第 Ⅱ 濾液)3%ニ 作用セシムル ニ急激ナル緊張

上昇 ヲ起 シ,以 後痙攣 性興奮ヲ永ク持續セリ.

即 チ第1,第2濾 液ヲ1-3%ニ 作用セシメシニ第

1, 2圖 ニ見ルガ如 ク第1,第2濾 液ガ孰 ノモ腸管運動

ニ對シテ ソノ緊張ヲ著明ニ上昇セシメ,振 幅ヲ增大

セシメ,或 ハ痙攣性興奮(Spastische Erregung)ヲ

起 サシメ,ソ ノ運動ヲ著明ニ旺盛ナラシムル事ヲ知

リ得タリ.而 シテ該作用ハ第1報 告ニ於テ逮 ベタル

ガ如 ク肝臟白堊肉汁自身ニ認 メ得ザルヲ以テ,コ レ

ヲ該菌ノ「アンチヴイルス」ノ作用ニ歸セザルベカラ

ズ.コ ノ事實ヲWelch-Frankel氏 菌培養液ガ強力ナ

ル腸管麻痺作用ヲ呈スル事 ト合セ考フノパ甚ダ興味

アル所ナ リ.尚 ホWelch-Frankel氏 菌 ニアリテモ若

シ毒力ヲ有セザルカ,或 ハ消失セル場合ニハ腸管運
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動抑制作用殆 トナキ事ヨリシテ,吾 ハ又毒力ノ甚ダ

弱キWelch-Frankel氏 菌 ヲ材料 トシ テ製作セル「ア

ンチヴイルス」 ヲ以テ腸管運動ニ對スル作用 ヲ檢セ

シガ,第3圖 ニ見ルガ如ク1%ニ 作用セシメシ場合

ニハ殆 ドソノ影響ヲ示サズ, 6%ニ 作用 セシメテ始

メテ僅ニ緊張ヲ上昇セシヲ見タリ.

第3圖　 毒力弱キWelch-Frankel氏 菌 ヲ以テ作 リシ「アンチヴイルス」(第 Ⅰ濾液)ヲ

1%ニ 作用セシムルモ何等變化ナク, 6%ニ 作用セシムルモ僅 ニ輕度 ノ緊張

上昇ヲ示スニ過ギズ.

依 ツテ考フルニWelch-Frankel氏 菌 「アンチヴイ

ルス」 ノ腸管蠕動促進作用ハ使用 シタル菌株 ノ毒力

ト密接ナル關係アルモハ 思惟セラル.即 チWelch-

Frankel氏 菌「アンチヴイルス」ニ腸管蠕動促進作用

ヲ求メントスル時ハ強力ナル毒性 ヲ有スル菌株ヲ材

料ニ選バザル可カラズ.

第2項　 Welch-Frankel氏 菌 「ア ンチヴ イル ス」ノ

試驗管 内菌增 殖抑制作用

次ニコノ濾液ガ他 ノ「アンチヴイルス」ノ如 ク菌增

殖抑制作用ヲ有スルヤ否ヤヲ檢 セン爲メ先ヅ試驗管

内檢査ヲナセリ.

即チWelch-Frankel菌 「アンチヴイルス」ヲ5cc宛

2本 ノ試驗管ニ採 リ.第2管 以下ヲ肝臟白堊肉汁培

養液ヲ以テ遞次倍數法ニテ32倍 迄稀澤シ,各 管ニ

Welch-Frankel氏 菌 浮遊液(肝 臟白堊肉汁24時 間培

養液)ヲ 「ツベルクリン」注射器 ニテ正確ニ0.05cc宛

滴下シ,ヨ ク混和シテコレニ流動「パラフイン」ヲ重

層 シテ37℃, 24時 間放置シ,各 管ヲヨク振盪セリ.

コ レヨリ1白 金耳宛採リテMarkschoetensack氏 法

ニヨリ乳糖加亞硫酸「フクシン」寒天培養基 ニ接種 シ,

更 ニ24時 間, 37℃ ノ孵卵器中ニオキ,ソ ノ聚落數ヲ

Wolfhugel氏 聚落計ニテ計算セ リ.然 ルニ屡々培養

基ニ瓦斯龜裂ヲ生ジテ計算甚ダ困難ナリシガ,時 ニ

瓦斯龜裂ナク明瞭ニ計算スルヲ得 タリ.ソ ノ1例 ヲ

示セパ第1表 ノ如シ.即 チ同量 ノ菌浮游液 ヲ加 ヘシ

ニ拘ラズWelch-Frankel氏 菌 「アンチヴイルス」ヲ

多量ニ混ズルモノニアリテハ,試 驗管 ノ溷濁度弱キ

ノミナラズ,コ レヨリ接種 シテ得タル聚落數ノ甚ダ

少ナキ事 ヨリシテ該「ア ンチヴイルス」ガ菌增殖 ヲ抑

制スル作用ヲ有スル事ヲ知 リ得 タリ.
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第1表　 (其1)

Welch-Frankel氏 菌「アンチヴイルス」ノ菌增殖抑制作用(試 驗内檢査)

第1表　 (其2)

第3項　 Pfeiffer氏 腹腔試驗

前實驗ニ依 リテWelch-Frankel氏 菌 「アンチヴ

イルス」ガ試驗管内ニ於テ菌增殖抑制作用 ヲ有スル

事ヲ知 リ得 タル余ハ更ニ該作用ヲ確證センガタメニ

Pfeiffer氏腹腔試驗ヲ行ヘリ.即 チ250g内 外 ノ幼

若ナル海〓ノ腹腔内ニ一量定ノWelch-Frankel氏 菌

(肝臟白堊肉汁ニ24時 間培養セル液0.25cc)ヲ5cc

ノWelch-Frankel氏 菌 「アンチヴイルス」ニ浮游セ

シメタル液 ヲ注入シ,(對 照 トシテハ「アンチヴイル

ス」 ノ代 リニ肝臟白堊肉汁ヲ用ヒタリ.) 40分 ヲ經

テ腹壁 ニ小切開ヲ加ヘ小硝子管ヲ挿入シ毛細管作用

ニヨリテ膜腔 ヨリ出ル腹腔滲出液ヲ採 リテ塗抹標本

ヲツクリ.「 メチ レン」青,Ringold染 色 ヲ施 シテ コ

レヲ比較セシニ,「 アンチヴイルス」例 ニ於テハ白血

球增多甚ダ著明ナルノミナラズ,菌 ハ僅少ニシテ菌

體膨大シ.ソ ノ染色度モ弱ク多 クハ變性破壞セルヲ

見 タリ.コ シニ反 シ對照例ニア リテハ菌 ヲ甚ダ豊富

ニ證明シ得 タルノミナラズ菌體ハ濃厚ニ染色シ,菌

ノ形態ニハ毫モ變化ヲ認ムルヲ得ザ リキ(第4, 5圖

參 照)即 チWeleh-Frankel氏 菌 「アンチヴイルス」ハ

腹腔 ニ於テ該菌 ノ傳染ニ對シテ強カナル防禦作用ヲ

示ス事ヲ知 リ得タリ.
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第4圖　 Pfeiffer氏 腹 腔 内試

驗 「ア ンチ ヴイ ル ス 」例.

白血球ノ著明ナル增加ヲ見

ルノミナラズ,菌 ハ殆 ド總

テ變性破壞ヲ起 シ,原 形 ヲ

止ムルモノ無ク,ソ ノ染色

モ甚ダ弱 シ.

第5圖　 Pfeiffer氏腹腔内試

驗對照例.

白 血 球增 多 著 明 ナ ラ ズ,

 Welch-Frankel菌 ハ 正 常 ニ

染 色 シ,形 態 ニハ 何 等 變 化

ヲ認 メ ズ.
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第4項　 Welch-Frankel氏 菌「ア ンチヴイルス」ノ

該菌傳染ニ對 スル防禦作用

次 ニ 吾 ハWelch-Frankel氏 菌 「ア ンチ ヴイ ル ス 」

ガ 獨 リ腹 腔 ニ於 テ ノ ミナ ラ ズ 皮 下組 織 内 ニ於 テ モ 同

菌 傳染 ニ 對 シテ 防 禦 作 用 ヲ有 ス ル ヤ 否 ヤ ヲ檢 セ ン タ

メ下 記 ノ實 驗 ヲナ セ リ.

實 驗 ニハ 海 〓 ヲ用 ヒ タ リ. 10匹 ノ中6匹 ニハ ソ ノ

背 部 ノ皮 下 ニWelch-Frankel氏 菌 「ア ンチ ヴ イル ス」

(第 Ⅰ濾 液)0.5cc-4.0ccヲ 前 日 ニ注射 シ,殘 リノ4

匹ハ對照 トシテ用 ヒソノ内3匹 ニハ前 日肝臟白堊肉

汁ヲ同樣皮下ニ注射シ,他 ノ1匹 ニハ何等前處置ヲ

施サザ リキ.カ クシテ ソノ翌日Welch-Frankel氏 菌

ノ肝臟白堊肉汁48時 間培養液ヲ海〓ノ體重100gニ

對 シ0.25ccノ 割合ニ背部ノ皮下ニ注射シ,注 射後 ノ

生存期間ヲ觀察セリ.

第2表

Welch-Frankel氏 菌「アンチヴイ ルス」ノ該菌傳染 ニ對スル防禦作用

ソノ成績ヲ表示スレバ第2表 ニ示スガ如 ク,對 照

例4匹 ハ孰 レモ全身皮下組織 ノ著明ナル漿液性浮腫

暗紫色ノ着色及ビ皮下ニ於 ケル瓦斯形成等Welch-

Frankel氏 菌傳染ニ特有ナル諸症状ヲ示シテ4-5時

間 ヲ以テ死亡セリ.ソ ノ平均生存時間ハ僅ニ4時 間

38分 ナルニ反シ,「アンチヴイルス」ヲ以テ前處置ヲ

施セル6匹 ニ於テハ内3匹 ヲ完全ニ救ヒ得テ. 20日

後 コレヲ剖見スルニ至ノリ.剖 見所見 トシテハ内2

匹 ハ局所ニ小豆大 ノ皮膚硬結ヲ見タル ノミ,他 ノ1

例 ハ局所ニ指頭大ノ潰瘍ヲ形成シ居 タルモ全身状態

ニ於テ何等衰 弱ヲ認メズ活 溌ナル動作ヲ示 シ居タ

リ.次 ニ死亡セル他 ノ3例 ヲ見ルニ1例(Nr. 23)ハ

注射後僅ニ2時 間30分 ニテ 死亡 セシガ コノヲ剖見

スルニ局所ノ皮膚ハ稍々暗赤色ヲ呈スルモ未ダ皮下

ニ瓦斯及ビ浮腫形成 ヲ認 メザルニ右側ノ腎臟ニ注射

針 ヲ以テ損傷セル痕跡アルノミナラズ,更 ニ腹膜 ヲ

224



蟲 樣 突 起 炎 トWelch-Frankel氏 菌 及 ビ ソ ノ「ア ンチ ヴイ ル ス」 931

傷ケ同部ニ出血ヲ認メタリ. Nr. 20ニ 於 テハ注射部

位 ノ皮膚ニ暗紫色,着 色ヲ見,該 部 ノ筋肉組織ハ壞

疽性ニ破壞シテ空洞ヲ形成 シ深 ク腹膜ニ達セリ.コ

レヲ開腹スルニ胃幽門部及 ビ肝臟 ノ下面ニ黄色ノ膿

苔アリ,胃 漿膜 ノ處々ニ黄色 ノ斑點ヲ認 メタリ.即

チNr. 20, 23ノ 兩者ハ孰レモ注射時ニ動物ガ激シク

暴レタルヲ以テ,爲 ニ菌液ガ皮下組織以外 ノ部位ニ

注射セラレ,或 ハ深部 ノ臟器ヲ損傷セシモノナリト

思惟セラル.而 シテ コノ兩者ガ孰レモ對照例ヨリモ

速 ニ死 ノ機轉 ヲ ト リシハ 恐 ラ ク前 ノ如 キ操 作 上 ノ過

失 ニ基 クモ ノ ナ ラ ン.

要 之 ニWelch-Frankel氏 菌 「ア ンチ ヴ イ ル ス」ヲ

以 テ前 處 置 セ ル6例 中3例 ヲ無 事 救 ヒ得 タ ル コ トハ

該 「ア ン チ ヴイ ル ス」 ガ皮 下 組 織 内 ニ於 テ モWelch-

Frankel氏 菌 ノ傳 染 ニ對 シテ 著 明 ナ ル防 禦 作用 ヲ有

ス ル事 ヲ物 語 ル モ ノニ シテ,更 ニ研 究 ヲ重 ヌ ル ナ ラ

ンニハ戰 時 最 モ恐 レラル ルGashrandノ 治 療 ニ モ コ

レガ應 用 シ得 ル ニ至 ル モ ノ ト信 ズ.

第5項　 (1) Welch-Frankel氏 菌 「ア ンチヴ イル ス」ノ皮下免疫作用

余ハ前項ニ於テWelch-Frankel氏 菌 「アンチヴル

ス」ヲ以テ前處置スル時ハ後 ニ起 リシ同菌 ノ傳染ニ

對シテ防禦的ニ作用スル事ヲ證 シ得 タルモ,前 實驗

ニ於テハ前處置ヲ施 シテヨリ僅ニ24時 間 後ニ菌 液

ヲ注射シタルヲ以テ,コ レヨリシテ該 「アンチヴイ

ルス」ノ免疫的作用ノ有無ヲ論ズルハ勿論不可能ナ

リ.依 ツテ吾ハWelch-Frankel氏 菌「アンチヴイル

ス」 ヲ以テ果シテ動物ヲ免疫 シ得ルヤ否ヤヲ檢セ ン

ト欲シ下記 ノ如キ實驗ヲナセリ.

(1) 實驗方法:實 驗動物ニハ8匹 ノ海〓ヲ用ヒ,

内4匹 ニハ免疫 ヲ與 フル目的ヲ以テ ソノ兩下肢ノ皮

下ニWelch-Frankel氏 菌 「アンチヴイルス」2-3cc

宛3日 ノ間隔ヲ置キテ注射シ,最 後 ノ注射ヨリ10

日後 ソノ腹部ノ毛 ヲ鋭利ナル剃刀ヲ以テ上皮細胞ヲ

損傷セザル樣 靜カニ剃 リ,コ ノ部ノ皮下ニ毒 力強

キWelch-Frankel氏 菌 培 養 液(肝 臟 白 堊肉 汁24時 間

培 養)ヲ0.05cc「 ッ ペル ク リ ン」注 射 器 ヲ用 ヒ テ 靜 カ

ニ注 射 シ,注 射 部 位 ニハ ソ ノ際 墨 汁 ニテ 印 ヲ置 キ,

注 射 ヨ リ1, 3, 12, 24時 間 後 コ レヲ「ク ロ ロ フオ ル

ム 」ニテ 屠 殺 シ,直 チ ニ注 射 部 位 ヲ中 心 ト シテ 腹 壁 ヲ

切 除別 出 シ「フオ ルマ リ ン」ニテ 固 定 シ「ア ル コー ル 」

ニテ脱 水 固定 シ「パ ラ フィ ン」包埋 シ,切 片 ヲ製 作 シ

「ヘ マ トキ シ リン,エ オ ジ ン」染 色 法 及 ビ「グ ラム」氏

染色 法 ヲ施 セ リ.

尚 ホ コレ ガ 對 照 トシテ ハ何 等 前 處 置 ヲ施 サ ザ ル4

匹 ノ海 〓 ヲ用 ヒ テ 前 述 同 樣 ノ操 作 ヲ ナ セ リ.カ ク シ

テ 得 タル4箇 宛 ノ切 片 ニ就 キ病 理 組 織 學 的 檢 索 ヲナ

シ,Welch-Frankel氏 菌 傳 染 ニ ヨ ツテ 起 レル變 化 ヲ

比 較 研 究 セ リ.

實 驗 成 績

Nr. 1 435g免 疫動物(「アンチヴイルス」ヲ14

日前ニ2ccm, 10日 前 ニ3cc注 射 セリ.)菌 液注射後

1時 聞經過.

臨 牀的局所所 見:

注射部位ヲ中心 トシテ局所熱アリ.局 所ニ於ケル

皮膚ノ著色ハ未ダ著明ナラズ.注 射ニヨリテ生ズル

丘疹ハ既ニ吸収セラレテ痕跡ヲ認 メズ,僅 ニ輕度ノ

腫脹ヲ殘スニ過ギズ.

顯 微鏡的所 見:

「ヘマトキシリン,エ オヂン」染色標本ヲ見ルニ皮

下ニ狡ク長キ細菌竈ヲ見ル.ソ ノ周圍 ニハ極 メテ僅

ニ散在性ニ白血球ヲ見ル.之 ニ接 スル部位ニ於 ケル

筋肉組織ニアリテハ纎維束 ヲ明カニ認 メ得テ何等變

化ナシ.鬆粗性結締組織モ變化ヲ認メズ.細 菌竃 ノ兩
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末梢端ニハ少シク多核性白血球 ノ遊走セルヲ認ム.

次 ニ「グラム」染色標本ヲ見ルニ皮下ニ狭ク長キ線状

ニ走 レル細菌竈アリ.細菌ハ狹小 トナリ,又ハ雙球菌

ノ如ク變形セルモノアリ,或 ハ連鎖状ヲ呈セルモノ

アリ.然 レ ドモ尚ホ「グラム」陽性ニ染色セルヲ見ル.

Nr. 2 455g對 照 動物,菌 液注射後1時 間經過.

臨 牀的局所所 見:

Nr. 1ト 略ボ同樣ナリ.

顯微鏡 的所見:

全腹壁層 ノ肥大著明ニシテ既ニ肉眼的ニモ之ヲ證

明スルヲ得.皮 下及ビ筋肉 ノ間ニ狹キ細菌竈ヲ見ル.

尚 ホソノ細菌竈ヨリ離 レテ皮下ニ廣ク擴ガレル所ア

リ.コ ノ周圍ニ於テ皮下 ノ鬆粗性結締組織ハ厚サヲ

増 シ,白 血球 ノ浸潤著明ナリ.コ ノ部ニ近キ筋肉組

織ハ甚ダシク破壞 セラレテキレギレトナリ,ソ ノ染

色 ハ不規則ニシテ變化セル部ニ於テハ「エオジン」ニ

強ク染 ノリ.而 シテ筋肉纎維 ハ構造不明瞭 トナ リテ

腫脹シ厚サヲ增大ス.未 ダ正常ニ止マレル筋肉纎維

束ハ淡紅色ニ染マリテ,筋 肉束ハ尚ホ認ムル事ヲ得.

變 化セル纎維束ノ間ニハ廣キ間隙ヲ認ム.遊 走セル

細胞 ハ主トシテ多核性白血球ナレ ドモ,時 ニ「エオジ

ン」嗜好白血球又ハ「ヒスチオチイテン」ト思ハルル

ガ如キ原形質 ト水泡性 トナレル核 トヲ有スル細胞 ヲ

僅 ニ認ム.「 グラム」染色ヲ施セル標本ヲ張擴大ニテ

見ルニ細菌堆積 ノ中央部ニ於テハNr. 1ニ 見 ルガ如

キ不規則ナル細菌又ハ「グラム」陰性トナレルモノア

レドモ,之 ヨリ末梢部ニア リテハ長キ桿菌 トシテ明

カニWelch-Frankel氏 菌 ナルヲ思ハシムルモノ多シ.

Nr. 3 420g免 疫 動物(「 アンチヴイルス」ヲ14

日前ニ2cc, 10日 前 ニ3cc注 射セ リ.)菌 液注射後3

時間經過.

臨 牀的局所所 見:

注射部位ヲ中心 トシテ 直徑2cmノ 廣サニ於テ漿

液性浮腫ヲ認ム.然 レドモWelch-Frankel氏 菌傅染

ニ獨特ナル皮膚ノ暗紫色 ノ着色ハ未ダ著明ナラズ.

局所熱ハ著明ナリ.

顯 微鏡 的所 見:

皮下ニ稍々瀰散性ニ細菌堆積 ヲ見ル,細 胞浸潤ハ

殆 ドコレヲ缺ク.皮 下組織 ノ肥厚ハ認メラレズ,細

菌堆積部位ノ極ク近クニ接スル2, 3ノ 筋肉纎維束ハ

正常ナルモノニ比シテ赤色 ニ染色セルモノアレドモ

一般ニ變化ナシ.只 注射 ニヨル機械的損傷 ヲ皮下ニ

見ルノミ(附 圖第1圖 參照).細 菌 ハ狹小ニシテ雙球

菌ノ如キ形態ヲ呈セルモノアリ,或 ハ連鎮ヲ形成セ

ルモノア リテWelch-Frenkel氏 菌 トシテハ認メ難シ

(附圖第3圖 參照).

Nr. 4 375g對 照動物,菌 液注射後3時 間經過.

臨 牀的局所所 見:ト シテハNr. 3ト 大差ナキ

ガ如 シ.

顯 微鏡的所 見:

筋肉 ト筋肉トノ間ニ細菌集團ア リ,ソ ノ左右 ノ筋

肉組織ハ甚 ダシク破壞セラレテキレギレトナリ,ソ

ノ間ニ大ナル間隙 ヲ見ル.ソ ノ染色モ或モノハ正常

ヨリハ稍々強 ク「ニオジン」ニ染マレ リ.皮 下 ノ鬆粗

性結締組織 ニ於テハ細胞浸潤ヲ證明ス.從 ツテNr. 3

ヨ リハ肉眼的ニモ遙 ニ肥厚セルヲ見ル.筋 肉ハ硝子

性ニ破壞變性セ リ(附 圖第2圖 參照).而 シテコノ

「エオジン」ニ強ク染マレル筋肉束ニ於テハ個々ノ筋

原纎維 ノ構造ヲ失ヒテ「エオジン」ニテボカサレタル

ガ如クナリテ大小 ノ顆粒状 ノ原纎維 トナレリ.細 菌

ハ集團ノ中心部位ニアリテハ形態的ニ全ク變化ナキ

所アリ.ソ ノ周圍ニテハ變化ヲ受ケタル所アリ.即

チ前者ニアリテハ注射後細菌ガ組織中ニテ增殖シタ

ルモ ノノ如シ(附 圖第4圖 參照).

Nr.5 525g免 疫動物(「 アンチヴイルス」ヲ14

日前ニ2cc, 10日 前ニ3cc注 射 セリ.)菌液 注射後12
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時間經過.

臨 牀的局所所見:

注射部位ヲ中心トシテ直径3cmノ 範圍ニ於テ暗

紫色ニ着色シ,コ レニ接 スル周圍 ノ皮膚 ニ於テハ却

ツテ充血セルヲ認ム.局 所熱著明,暗 紫色ニ着色セ

ル部位ニ於テハ浮腫著明ニシテ,剔 出ニ際 シテコノ

部ヨリ淡黄色漿液性ノ滲出液數滴滴下セ リ.

顯 徴鏡的所見:

皮下ニ瀰散性ニ細菌ノ集團ヲ見ル.白 血球浸潤モ

強ク,又 筋肉内ノ纎維束 ノ間ニ白血球浸潤ア リ,主

トシテ多核性白血球ナリ.ソ ノ他中等度ニ 「エォジ

ン」嗜好細胞 ヲ見ル.尚 ホ筋肉間ニ細菌集團アリテ

皮下ニアル細菌集團 トノ間ニ筋肉層介在 シ,コ ノ部

ノ纎維束ハ單一ニ染マリ核ヲ失ヒテ硝子樣變性ヲナ

シテ切レギレトナリ,ソ ノ間ニ空隙ヲ有ス.即 チコ

ノ動物ニ於テハ免疫不充分ニシテ細菌感染ガ進行シ

ツツアリ.「グラム」染色ニ於テハ「ゲンチアナ」紫ニ

強ク染マレル細菌集團ヲ見ル.又 個々ノ細菌ハ長大

ナル桿菌ニシテWelch-Frankel氏 菌 トシテ證明セラ

ル.白 血球ハコノ細菌集團ニ向 ツテ侵入セントシ明

カニ喰菌作用ヲナセルモノアリ.集 團ノ周圍ニテ喰

菌作用ノ多キ所ニテハ栗玉 ノ如キ黑キ細菌ノ集團ヲ

見ル.

Nr. 6 520g對 照 動物,菌 液注射後12時 間經過.

臨 牀的局所所 見:

注射部位ヲ中心 トシテ約1cmノ 範圍ニ亙 リテ晴

赤色 ノ皮膚着色 ヲ認ム.局 所熱著明,局 所ニ於ケル

浮腫ハNr. 5ニ 於ケル ト同樣著明.

顯 微鏡的所 見:

皮下 ニ細菌堆積アリ,白 血球浸潤ヲ著明ニ認ム.

尚 ホ表皮ニ近キ筋層ニハ白血球浸潤アリテ筋肉束ハ

單一性 ノ空隙(Homogener Hohlraum)ニ ヨツテ互

ニ不規則ニ隔テラレ,筋 肉束ハ單一性ニ染色セ リ.

Nr. 6ハNr. 5ニ 比 スレバ腹壁強ク肥厚 シテ約2倍

ニ達セ リ,而 シテ細菌ハ太サ及ビ長サヲ增 シ多少屈

曲 シ弱擴大ニテモ認 メラル.

Nr. 7 530g免 疫動物,(「ア ンチヴイルス」ラ14

日前ニ2cc, 10日 前 ニ3cc注 射セ リ.)菌液注射後24

時間經過.

臨 牀的局所 所 見:

注射部位ヨリ上方ニ2.5cmノ 直徑 ニ亙 リテ 膿瘍

ヲ形成シ波動著明ナリ.ソ ノ周圍 ノ皮膚ハ充血ヲ示

ス.局 所熱ハ著明ナラズ.又 全身状態ノ衰弱ハ認メ

難 シ.腹 壁ヲ切除スルニ膿汁 ヲ見ズ,漿 液性淡褐色

ノ滲出液滴下セ リ.

顯微鏡 的所見:

腹壁ハ著明ニ肥厚 シ(正常 ノ約3倍)皮 下及 ビコレ

ニ接 スル筋肉層ニ著明ナル白血球浸潤アリ.ソ ノ中

心ニアリテハ比較的健康ナル僅 カノ白血球 ト變性セ

ル白血球 トヲ見ルモ,細 菌ハ殆 ド證明シ難シ,即 チ

膿瘍ニ相當ス.然 レドモ膿瘍ノ周圍ニアリテ細胞 ノ

浸潤粗鬆トナレル部ニアリテハ尚ホWelch-Frankel

氏菌 ヲ多數ニ證明ス.又 盛 ンニ增殖セルトコロモア

リ.

Nr. 8 405g對 照動物,菌 液注射後24時 間經過

臨牀的局所所 見:

注射部位 ヨリ上方ニ長橢圓形 ノ膿瘍 ヲ形成シ波動

著明ナ リ.稍 々黄色ニ透視セラル.ソ ノ周圍 ニハ充

血著明ナラズ,亦 局所熱モ著シカラズ.腹 壁ヲ切除

スルニ際シテNr.7ニ 於 ケルト同樣 ノ漿液性 ノ滲出

液多量出デタリ.

顯 微鏡 的所 見:

皮下組織及ビ表皮組織 ニ於テ瀰散性 ノ白血球浸潤

ア リ.「グラム」染色ニ於テ廣キ範圍ニ亙 リテ細菌ヲ

證明ス.ソ ノ中心ニアリテハ細菌ハ甚ダシク破壞セ

ラレ タレドモ白血球 ハコノ内ニ侵入 シ得ズ,此 部ヨ

リ周圍 ニ於テハ何等變化ヲ受ケザルWelch-Frankel
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氏菌ヲ多數ニ認ム.即 チNr. 7ニ 於テハ注射部位 ニ

於テ膿瘍ヲ作 リテ炎衝ハコノ部ニ限局セントスルニ

反シ, Nr. 8ニ 於テハ注射部位ニ於テ細菌ハ更ニ増

殖シ,白 血球浸潤ハコレヲ防禦スル事能ハズシテ細

菌ハ ソノ周圍ニ向 ツテ更ニ侵入 シツツアルヲ認ム.

以 上記載 セル實驗成績 ヲ總 括考 察 スル ニ臨 牀的局所所 見 ニ於 テハ免 疫例 ト對照例 トノ間 ニ左

程 顯著 ナル差異 ナキガ如 ク認 メラルルモ,各 々切片 ニツキコ レヲ病 理組織學的 ニ檢 ス レバ免疫

動物 ト對照動物 トノ間 ニ於 テ, Welch-Frankel氏 菌 ニ依 ツテ侵害 セラルル程度 ニ於テ著明 ナル

差異 ヲ認 ムル ヲ得 タ リ.

即 チ菌液注射後1時 間 ヲ經 過 セル免疫 動物Nr. 1ヲ 對 照動物Nr. 2ニ 比 較 ス レバ,前 者 ニア

リテハ皮下 ニ狹 キ細 菌竈 ヲ認 ムル ノ ミニ シテ白血球浸 潤著明 ナラズ,筋 肉組織及 ビ鬆粗性結締

組織 ニ於 テハ未 ダ何等 ノ變化 ヲ認 メ得 ザルニ反 シ,後 者 ニア リテハ腹壁全層 ノ肥厚 ハ既 ニ著 明

ニ證明 セ ラ レ,肉 眼的 ニモ コ レヲ認 メ得,即 チ皮 下鬆粗性結締組織 ハ甚 ダシク肥厚 シテ白 血球

ノ浸潤著明 ナ リ.筋 肉組織 モ甚 ダ シク破壞 セラレテキ レギ レ トナ リ,各 筋肉纎維 束ノ構造 ハ不

明瞭 トナ リテ腫脹 シ,ソ ノ間 ニ廣 キ間隙 ヲ形成 セルヲ認 ム.又 細菌 ハ前者 ニ ァ リテハ狹小 トナ

リ或 ハ雙球 菌 ノ如 ク變 形 セル モノアル ニ拘 ラズ,後 者 ニア リテハ細 菌集團 ノ末梢 部ニア リテ長

キ桿菌 ヲ認 ムル事 ヲ得,即 チ細 菌傳染 ノ進展 シツツアル像 ヲ呈 セ リ.次 ニ菌液注射後3時 間ヲ

經 タルNr. 3ヲ 對 照Nr. 4ニ 比 較 スル ニ前 者 ニア リテハ細胞 浸潤 ハ殆 ド之 ヲ缺 キ,皮 下組識 ノ

肥 厚 ハ認 メラ レズ,筋 肉 モ亦 一般 ニ未 ダ變化 ナ シ.然 ルニ對照動物 ニア リテハ筋 肉組織 既 ニ高

度 ニ破 壞 セラ レテキ レギ レ トナ リ,硝 子樣 變性 ヲ示 シソノ間 ニ大 ナル間隙 ヲ見,個 々 ノ筋原纎

維 ハ構 造 ヲ失 ヒテ顆粒状 トナ レリ.又 鬆 粗性結締 組織 ニア リテハ細 胞浸潤 ヲ證 明 シ甚 ダ シク肥

厚 セ リ.細 菌 ハ前者 ニア リテハ既 ニWelch-Frankel氏 菌 トシテハ認 メ難 キ程度 ニ破壞變形 セ

ル ニ反 シ,後 者ニ アリテハ細菌 ガ却 ツテ增 殖 シタル形跡 ヲ示 セリ(附 圖1, 2, 3, 4參 照).

次 ニ菌液注射後12時 間 ヲ經過 セルNr. 5及 ビソノ對照Nr. 6ニ 於 テハ免疫 不充分 ナ リシ爲

カ ソノ間ニ於 クル差 異著明 ナラズ.僅 ニ腹壁 ノ肥厚 ガ前者 ニ比 ス レバ後者 ニ於 テ著明 ナルヲ認

ムル ニ過 ギザ リキ.菌 液注射後24時 間 ヲ經過 セルNr. 7ト ソノ對照Nr. 8ヲ 比 較 スルニ何 レ

モ膿 瘍 ヲ作 リシモ, Nr. 7ニ ア リテ ハ注射部位 ニ膿 瘍ヲ形成 シテ炎衝 ハコノ部 ニ限局 セン トス

ル傾 向 ヲ示 スニ反 シ, Nr. 8ハ 注 射部位 ニ於 テ細菌 ハ更 ニ增 殖 シ,白 血球浸潤 ハ コ レヲ防禦 ス

ル事能 ハズ シテ細 菌ハ更 ニ ソノ周圍 ニ向 ツテ侵 入シツツアルヲ認 メタ リ.

之 ヲ要 スル ニWelch-Frankel氏 菌 「ア ンチヴ イル ス」ヲ豫 メ數囘皮下 ニ注射 セル場合 ニ於 テ

ハ,後 ニ起 リシ該菌 ニ ヨル傳染 ニ對 シテ顯 著 ナル防禦 作用 ヲ呈 スル ノ ミナラズ,該 菌 ニヨツテ

侵害 セラルル程度 モ遙 ニ微弱 ナル事 ヲ知 レリ.即 チWelch-Frankel氏 菌 「ア ンチヴイ ル ス」ニ

皮膚免疫 作用 ノ存 スル事 ヲ證 明 スル ヲ得 タ リ.

(2) Welch-Frankel氏 菌 「ア ンチヴ イルス」ノ腹腔 内免疫作用

前項 ノ實驗ニ於テWelch-Frankel氏 菌 「ア ンチヴ|イ ルス」 ノ皮下注射ガ海〓 ニ免疫性ヲ與フル事ヲ證
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セ シガ,次 ニ吾ハ該「アンチヴイルス」腹膜内注射ガ

後ニ起 リシ該菌ノ腹腔内傳染 ニ對シテ如何ナル影響

ヲ與フルヤ,果 シテコレニヨツテ同樣免疫性ヲ賦與

シ得ルヤ否ヤヲ檢センガ爲ニ下記ノ實驗ヲナセリ.

實 驗 動物 トシテハ海〓 ヲ選 ビ,ソ ノ腹腔内ニ

Welcn-Frankel氏 菌 「アンチヴイルス」ヲ3cc, 5cc

宛2囘 ニ亙 リテ3日 ノ間隔ヲ置キテ豫備注射シ,ソ

ノ終 リノ注射後10日 ヲ經テWelch-Franke氏 菌 ノ

肝臟白堊肉汁24時 間培養液0.25ccヲ7ccノ 生理的

食鹽水 ニ加ヘタル菌浮游液ヲ腹腔内ニ注射シ,ソ ノ

後25分, 45分 ノ兩囘ニ亙 リテ毛細硝子管穿刺ヲナ

シテ腹腔液ヲ採 リ,コ レヨリ塗抹標本ヲ作 リテ細菌

ノ状態ヲ檢査セリ.コ レガ對照 トシテハ何等前處置

ヲ施サザ リシ海〓 ヲ用ヒ同樣ノ操作ヲナセリ.尚 ホ

塗抹標本ノ染色 ニハ「メチレンブラウ」トRingold氏

法 ヲ用ヒタリ.

實 驗 成 績

Nr. 1(免 疫例)

25分 後穿刺ヲ行ヒシガ腹腔液ヲ得ル能ハズ,直 チ

ニ開腹 シテ詳細ニ腹腔 ヲ檢査セシガ腹膜ニテ輕度 ノ

充血ヲ示ス他ニハ何等變化ヲ認メズ,注 射液ハ殆 ド

既ニ吸収セラレテ残存セズ.

Nr. 2(免 疫例)

穿刺ニヨリテ辛ジテ數滴 ノ腹腔液ヲ得. 25分 ニ於

テハ細菌ノ數ハ甚ダ少ク菌ハ短小纎弱 トナリ.中 ニ

ハ卵球状トナレルモノ或ハ雙球菌ノ如ク變化セルモ

ノアリ.喰 菌作用ニヨリテ白血球内ニ存スルモノニ

アリテハ菌ノ染色不良ナリ. 45分 ニ於テハ大單核白

血球ノ遊走著明ニシテ菌ヲ認ムル事甚ダ稀ナリ(白

血球數:細 菌數=100:9),而 モWelch-Frankel氏

菌 トシテ認メラルルモノ殆 ドナク,時 ニ染色全ク弱

クシテ唯ダ僅ニ膨脹セル菌 ノ輪廓 ノミヲ止ムルニ過

ギザルモノア リ.又 ハ雙球菌 ノ如 ク變形セルモノモ

認メラル.

Nr. 3(免 疫例)

腹腔液ハ容易ニ得 ラル. 25分 ニ於テハ細菌ヲ相當

多ク證明ス(白 血球數:細 菌數=100:120)菌 體 ハ

稍々膨脹 シ,ソ ノ染色ハ一般 ニ惡ク甚ダ不規則ナリ.

中ニハ殆 ド染色セズシテソノ輪廓 ノミヲ認メラルル

モノアリ. 45分 ニ於テハ極 メテ稀ニ細菌ヲ見ルモ菌

體ハ甚ダシク膨脹シ,染 色甚ダ弱ク不平等ナリ.然

レドモ一般ニ桿菌 トシテノ形状ヲ止ムルモノ殆 ドナ

ク,明 カニ菌融解ヲ起セルモノノ如 ク見 ラルル貼滴

状或ハ水泡性 ノ球状 ヲ呈セルモノヲ認ム.稀 ニハ雙

球菌ノ如 クナルレモノモア リ.

Nr. 4(免 疫例)

25分 ニ於テハ稀ニ纎弱ナル細菌ヲ認ムルモ染色甚

ダ不良ニシテ,菌 體ハ稍々膨脹ス.中 ニハ甚ダ短小

トナ リ或ハ塊状トナレルモノヲ認ム. 45分 ニ於テハ

細菌 トシテノ形態ヲトドムルモノヲ見ズ.

Nr. 5(對 照例)

穿刺スルニ腹腔液ハ豊富ニシテ流出セリ. 25分 ニ

於テハ細菌多ク(白 血球100:細 菌120)菌 態,染 色

ニ變化ナシ. 45分 ニ於テハ細菌ハ20分 ニ比スレバ

稍々少 シ(白 血球100:細 菌55).喰 菌作用ヲ起 シテ

白血球内ニ存スルモノニアリテハ染色稍々弱キモ,

ソノ他 ノモノハ染色良好ニシテ菌 ノ形體ニハ何等變

化ヲ認メズ.

Nr. 6(對 照 例)

腹腔液豊富, 25分 ニ於テハ菌 ヲ多數ニ認メ(白 血

球100:細 菌213),ソ ノ形態,染 色ニハ何等 ノ變化

ヲ見ズ.稀 ニ喰菌現象ヲ起セルモノニアリテハ染色

稍々不良ナリ. 45分 ニ於テハ25分 ノ場合ニ比 シテ

變 リタル所ナシ.唯ダ細菌ノ數ハ却ツテ增大セリ(白

血球100:細 菌 數484).

以上ノ成績 ヨリ考察 スルニ對照例ニ於テハ25分, 45分 孰 レニ於テモ細菌ヲ豊富 ニ認 メ得ル
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ノ ミナラズ,ソ ノ染色 ニハ變化 ナク,又 菌 ノ形態 ニ毫 モ變化 ヲ認 メ得 ザル ニ反 シ,免 疫 例 ニ

ア リテハ25分 ニ於 テ既 ニ細菌 數甚ダ少 ク,菌 體 ハ膨脹 シテ染色不規則 トナル ノ ミナ ラズ,既 ニ

菌 ノ大 サヲ減 ジテ纎 弱 トナ レルモ ノア リ. 45分 ニ於 テハ ニ ソノ變 化 ハ著 明 ニ シテWelch-

Frankel氏 菌 トシテノ形態 ヲ殆 ド止 メザル事 多 ク,球 状,塊 状 或ハ雙球菌 ノ如 キ形 状 ニ變化 セ

ル モノア リ.染 色モ常 ニ不 良 ニシテ時 ニ水 泡性 トナ リテ僅 ニ菌 ノ輪廓 ヲ トドムル ニ過 ギザル モ

ノア リキ.

即 チ菌 ノ染色不 良,形 態 ノ變化 ハ明 カニ細 菌 ガ死滅破 壞 ヘノ道程 ニアル事 ヲ意味 スルモ ノニ

シテ,而 モ菌 ノ破壞 セル モノ トシテ認 メラル ルハ多 クハ白血球 内ニ存 セズ シテ白血球細胞 ヨリ

遊離 シテ存 ス ルヲ見 タ リ.依 ツテ該菌體破壞作用 ハ喰菌作用 ニ ヨル トスル ヨ リモ,寧 ロ腹腔滲

出液 ガ免疫作用 ヲ有 シ,ソ ノ直接 ノ作用 ト見ルヲ得ベ シ.

之 ヲ要 スル ニWelch-Frankel氏 菌 「アンチヴ イル ス」ヲ豫 メ腹腔 内 ニ注射 スル時 ハ後 ニ腹腔

内 ニ侵入 セルWelch-Frankel氏 菌 ニ對 シ菌融 解作用 ヲ超 シ,該 菌 ノ傳染 ヲ明 カニ防禦 ス ル事 ヲ

知 リ得 タ リ.即 チWelch-Frankel氏 菌 「ア ンチヴ イル ス」ハ腹腔 内 ニ於 テモ免疫 作用 ヲ呈スル

事 ヲ證明 シ得 タルモ ノ ト信 ズ.

第4章　 總 括

(1) 吾 ハWelch-Frankel氏 菌 「ア ンチヴ イルス」ヲ作 ランガ爲 ニWelch-Frankel氏 菌 ノ肝臟

白堊肉汁(「 パ ラフイ ン」重層)8-10日 間培養液 ヲ「ラ イヘル」氏濾 過管 ニテ濾過 シ, 100℃1時

間蒸氣 消毒 ヲナセ リ.該 濾液 ハ黄褐 色澄明 ニシテ,ソ ノPH.ハ 強 キ酸度 ヲ示 シ(5.2-6.5).實 地

應用 ニ適 セザル ヲ以 テ炭酸曹達 ヲ以 テ中性 ニ修 正 セ リ.

(2) Welch-Frankel氏 菌 「アンチヴ イル ス」ハ家兎剔出腸管運動 ニ對 シテ緊張 ヲ上昇 シ,振 幅

ヲ增大 セ シメ,著 シク ソノ運動 ヲ亢進 セシムル事ヲ知 レリ.然 レドモ毒力弱 キ菌 株 ヲ以 テ作 リ

タル「ア ンチヴ イル ス」ニア リテハ コノ作用 ハ著 明 ナラザ リキ.

(3) 試 驗 管内檢査 ニ ヨリ該 「ア ンチヴ イル ス」ガ菌增 殖抑 制作用 ヲ有 スル事 ヲ知 レリ.

(4) Pfeiffer氏 腹 腔 内檢査 ニ於 テハWelch-Frankel氏 菌 「ア ンチヴ イル ス」ハ白血球增 多竝

ニ菌溶解作用 ヲ呈ス.

(5) Welch-Frankel氏 菌 「ア ンチヴ イル ス」ヲ24時 間前 ニ海〓 ノ皮下 ニ注射 スル時 ハ後 ニ ソ

ノ部 ニ起 リシ該菌 ノ傳染 ニ對 シテ防禦 作用 ヲ呈 ス.即 チ對照4例 ガ孰 レモ速 カニ死 ノ機轉 ヲ ト

リシニ對 シ「ア ンチヴ イル ス」例 ノ6例 ニ於 テハ内3例 ヲ救 ヒ得 タ リ.

(6) 海 〓 ノ兩 下肢 ノ皮 下ニWelch-Frankel氏 菌 「ア ンチヴ イル ス」ヲ3cc, 5cc宛 兩囘 ニ亙

リテ注 射 シタル後10日 ヲ經 テ腹 部 ノ皮下 ニ微 重 ノWelch-Frankel氏 菌 液 ヲ接 種 セシメ,コ

レニ依 テ起 ル局所 ノ病理組織 學的變化 ヲ何等前處置 ヲ施 サザ リシ對照例 ニ於 ケル ソレ ト比較 セ

シニ,「 ア ンチヴ イル ス」ノ豫 備注 射 ヲ行 ヒシ例 ニア リテハ對照例 ニ比 ス レバ該菌 ニヨツテ破壞
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セ ラルル程 度 ノ遙 ニ弱 キ事 テ知 レリ.

(7) Welch-Frankel氏 菌 「ア ンチヴ イル ス」ヲ豫 メ2囘 ニ亙 リテ腹腔内 ニ注射 セ シ海〓 ニ就

キテPfeiffer氏 腹腔 内檢 査 ヲ行 ヒ シニ,菌 溶解作用 ノ甚 グ著 明 ニ起 ル ヲ見 タ リ.

第5章　 結 論

上記諸實驗 ニ ヨリテ吾 ハWelch-Frankel氏 菌 「ア ンチヴ イル ス」ガ試驗管 内及 ビ腹腔 内 ニ於

テ菌增 殖抑 制作用 ヲ呈 シ,又 腸管蠕 動運動 ヲ亢 進 セ シムルノ ミナ ラズ,該 菌「ア ンチヴ イル ス」

ヲ以テ皮下及 ビ腹腔 ニ於 テ免 疫性 ヲ賦 與 シ得 ル事 ヲ知 レリ.

斯 シテWelch-Frankel氏 菌 「ア ンチヴ イル ス」ハWelch-Frankel氏 菌 ニヨル總 テ ノ疾患 治

療 ノ目的 ニ實 地使用 シ得 ルモ ノ ト信 ズ.殊 ニ輓近蟲樣突起炎 竝 ニ コレニ續發 スル腹膜炎 ニ於 テ

該菌 ガ催炎菌 トシテ甚 ダ重要視 セラルル ニ際 シ, Welch-Frankel氏 菌 「アンチヴ イル ス」ノ實

地應用 ハ矚 目ニ値 スルモ ノ ト信 ズ.

擱筆ニ際 シテ終始御懇篤ナル御指導 ト御校閲ヲ賜ハリシ恩師津田敎授 ニ深謝ス.
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附 圖 説 明

第1圖　 免 疫 倒弱 擴 大(K. 2, Obj. 10.蛇 腹 長40cm): 

Welch-Frankel氏 菌 ニ ヨル變 化 ヲ殆 ド認 メ ズ.

第2圖　 對 照 例 弱 擴 大(K. 2, 0bj. 10.蛇 腹 長40cm):

筋 肉 組織 ハ甚 ダ シ ク破 壞 セ ラ レテ キレ ギ レ トナ

リ,ソ ノ間 ニ大 ナ ル間 隙 ヲ認 ム.

第3圖　 免 疫 例弱 擴 大(Ok. 7×Obj. H. I. 90.蛇 腹

長40cm): Welch-Frankel氏 菌 ハ甚 シ ク變 化

シテ,原 形 ヲ止 ムル モ ノ殆 ドナ シ.

第4圖　 對 照 例強 擴 大(Ok. 7×Obj. H. I. 90.蛇 腹 長

40cm):旺 盛 ナ ル細 菌 ノ增 殖 ヲ著 明 ニ 認 ム.
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